
２０２５年度 

法務研究科 法務専攻（法科大学院）Ｃ日程 入学試験問題 

「 憲   法 」 

〈４５分〉 
（注意：解答はすべて解答用紙に記入すること。） 

 
受刑者Ａは、刑務所内の処遇改善を世の中に訴えたいと考え、その旨の文書

を作成して週刊誌を発行している雑誌社に投書しようとした｡ 
刑務所長は、Ａの投書が週刊誌に掲載される事は刑務所内の秩序維持の上で

不相当であると判断して、「受刑者及ビ監置ニ処セラレタル者ニハ其親族ニ非

サル者ト信書ノ発受ヲ為サシムルコトヲ得ス但特ニ必要アリト認ムル場合ハ此

限ニ在ラス」と定める監獄法第４６条第２項に基づき、Ａの文書の発信を不許

可にした｡ 
この事案に含まれる憲法上の問題点について論ぜよ｡ 

  



２０２５年度 

法務研究科 法務専攻（法科大学院）Ｃ日程 入学試験問題 

「 刑   法 」 

〈４５分〉 
（注意：解答はすべて解答用紙に記入すること。） 

 
以下の設例における甲の罪責を論じなさい（建造物侵入罪，業務妨害罪，及

び特別法違反は除く）。 
〔設例〕 
 鉄道マニアの友人 A を持つ甲は，消費者金融の B 社がこのたびローンカード

に C 鉄道の新型特急電車の写真を印刷した特別カードを発行することになった

のを知り，このカードを A の誕生日祝いにプレゼントしたくなった。 
 そこで，甲は D 県公安委員会発行にかかる自己の運転免許証（表面には「Ｄ

県公安委員会」の記名と公印の印字がなされている）の最上部にある「氏名」

欄に，予めワープロソフトを利用して，A の氏名を印字してある紙片を置い

て，その上にメンディングテープを貼り付けたものを持参して B 社の無人契約

コーナーに立ち入った。甲は同所に備え付けの「特別ローンカード発行及び借

入申込書」用紙に，氏名欄には A のそれを記入したが，生年月日や住所等，他

の記載項目はすべて甲自身の情報を記載し，持参した，A の姓（苗字）が刻さ

れた認印を用紙に押捺した。その上で，甲は無人契約機の液晶画面に表示され

ていたタッチボタンを押したところ，B 社本店の社員Ｖが契約機の画面上に映

し出され，Ｖが画面越しに応対に出た。 
 甲はＶからの求めに応じ，まず，契約機のスキャナのガラス製の読み取り面

に上記の甲作成による特別ローンカードの発行申込書を置いて蓋を閉め，液晶

画面上にある「スキャン」名のボタンをタッチしたところ，そのスキャン画像

がＶの机上にあるパソコンの液晶ディスプレイ画面に表示された。Ｖはこの画

像をＰＤＦファイルとして自分のパソコン内のハードディスクに保存した。 
 引き続き，Ｖは甲に対し，本人確認書類の呈示を求めたので，甲は上記のよ

うにしてテープを表面に貼り付けた運転免許証をスキャナのガラス面に置いて

蓋を閉め，液晶画面上のホタンを押してその画像をＶのパソコンのディスプレ

イに表示させた。Ｖはこの表示された運転免許証の画像（撮影時にフラッシュ

が焚かれたので，肉眼では一発で見破られるメンディングテープを貼った痕跡

が消えた形で表示された）を真正な運転免許証だと確認し，同様にこの画像を

データファイルとして，パソコン内のハードディスクに保存した。 
 Ｖは結局甲を問題なき申込者と判断し，遠隔操作により無人契約機下部の取

り出し口から「特別ローンカード」を排出させ，甲はそれを受領して，同コー

ナーを後にした。甲はその後このカードを A にプレゼントしたところ，A は驚

くと共に大喜びでこれを受け取った。（以上） 



２０２５年度 

法務研究科 法務専攻（法科大学院）Ｃ日程 入学試験問題 

「 民   法 」 

〈４５分〉 
（注意：解答はすべて解答用紙に記入すること。） 

現在施行されている法律が適用されるものとして解答すること 
 
（事実１） 
 Ａは、息子Ｂと二人暮らしであり、居住用建物とその敷地のほか、甲土地

を所有していた。甲土地の客観的価値は３０００万円と評価されていた。 
 Ｂは、事業に失敗して早期の金策に迫られ、Ａに無断で甲土地を売ろうと

考え、友人Ｄに依頼して甲土地の買い手を探してもらい、Ｄは知人Ｃに甲土

地を２０００万円で買い取るよう勧めた。Ｂは、Ｃに対し、甲土地の登記名

義はＡであるが、Ａは自分の父であり、Ｂは既にＡより甲土地の贈与を受け

ているので、Ｂが甲土地の所有者であると説明し、交渉に同席したＤはＣに

対し、甲土地は貴重であり早めに買うべきである、２０００万円という価格

はお得である、Ｂは間違いのない人物であると説明した。その結果、Ｃは甲

土地の買い入れを決め、その場で、ＢＣは、売主をＢ、買主をＣ、売買代金

を２０００万円とする土地売買契約書を作成し（以下「本件売買」とい

う。）、Ｃは、Ｂに代金２０００万円を支払った。 
（事実２） 
 Ｃが本件売買の履行を求めるためにＢ方を訪ねたところ、Ｂは不在でＡが

応対した。ＣがＡに対し、Ｂより甲土地を買った、ＢはＡより甲土地の贈与

を受けたはずなので、甲土地の登記と占有をＣに移転してもらいたいと述べ

たところ、Ａは、登記と占有の移転はできないと言ってＣを追い返し、その

後帰宅したＢに対し、Ｃへの売却を前提に甲土地をＢに贈与することも、甲

土地をＣに直接売却することもないと言った。 
 
（問題１）事実１及び２を前提に 
 ＢＣ間の法律関係について説明せよ。 
 
（事実３）事実２はなく、事実１に続き以下の事実があった。 
 本件売買の後、ＣがＢ又はＡに甲土地の登記と占有の移転を求めることも

ないままＡが死亡し、その唯一の相続人はＢであった。 
 Ｂは、金策をあせる余り本来３０００万円の価値のある甲土地をＣに２０

００万円で売ったことを後悔し、Ａの存命中、Ｃに売ったことについての追

認も得られなかったから、もっと高値で買ってくれる第三者に売ってもいい

だろうとＤに相談したところ、Ｄが、甲土地であれば２５００万円で買って



もお釣りが来るから自分が買ってもよいというので、Ｂは甲土地を２５００

万円でＤに売り、登記と占有をＤに移転した。 
 上記事実を知ったＣは、甲土地の所有権はＣに移転したと主張して、Ｄに

対し、所有権に基づき甲土地の登記と占有の移転を求めた。 
 なおＢは、甲土地以外にも居住用不動産とその敷地をＡより相続したの

で、無資力ではない。 
 
（問題２）事実１及び３を前提に 
 Ｃの請求が認められるかにつき検討しなさい。 
 

  



２０２５年度 

法務研究科 法務専攻（法科大学院）Ｃ日程 入学試験問題 

「 民事訴訟法 」 

〈４５分〉 
（注意：解答はすべて解答用紙に記入すること。） 

 
文書の所持人の文書提出義務について述べたうえで、銀行の貸出稟議書の提出

に関する問題点について論ぜよ。 
  



２０２５年度 

法務研究科 法務専攻（法科大学院）Ｃ日程 入学試験問題 

「 商   法 」 

〈４５分〉 
（注意：解答はすべて解答用紙に記入すること。） 

 
次の設例を読み、後記設問に解答しなさい。配点：〔設問〕１００点 
 
１．調理師免許をもつＡは、和食レストランを運営する甲株式会社（以下「甲

社」という。）を設立しようと思い立ち、友人Ｂに共同で出資しないかと相

談を持ち掛けた。Ｂは甲社の代表取締役社長に就任することを条件にＡの提

案を受け入れ、発起人として、１株あたり１０万円の払込金額で１０００株

を引き受ける旨を了承した。 
２．Ａもまた発起人として、自己所有の土地（以下「本件土地」という。）を

１億円で給付することにより、１０００株を引き受けることでＢと合意し

た。甲社の定款には、本件土地の価額について１億円と記載された。なお、

甲社の設立にあたっては、発起人はＡとＢのみであり、発起人のみが株式を

引き受ける形をとることとされた。 
３．Ａは、Ｂの同意を得て、懇意にしている弁護士Ｃおよび不動産鑑定士Ｄに

本件土地の価格評価および割当株式数が相当であることについて、Ｃからは

その旨の証明を、Ｄからはその旨の鑑定評価を得た。そのため、検査役の選

任請求はされていない。ＡとＢの合意により、Ａは設立時代表取締役、Ｂは

設立時取締役としてそれぞれ定款に記載されたため、両者は設立時取締役と

して、本件土地が定款に記載された価額相当であること、弁護士および不動

産鑑定士の証明が相当であること、出資の履行が完了していること、ならび

に、甲社の設立手続が法令または定款に違反していないことの調査がなさ

れ、不当な事項はない旨が発起人であるＡおよびＢに報告された。  

４．甲社は設立登記を完了した。成立した甲社の取締役は、代表取締役のＡと

代表権のない取締役のＢのみである。 

 

〔設問〕甲社が成立した後甲社の株主となったＢの親族Ｘは、本件土地の時価

が実際には２０００万円程度しかなかったことを発見した。Ｘは、Ａ、Ｂ、

Ｃ、Ｄに対し、会社法上どのような主張をすることができるか。 

Ｂは、設立事務をＡに任せきりにしており、本件土地の時価については全

く知らなかった。他方、ＣおよびＤは、Ａとの良好な関係を継続したいとの

思いから、本件土地の時価が 1億円に不足することを知りながら、Ａに請わ

れるまま１億円の評価証明を行っていた。 

 


